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復水器細管の腐食防止用として、鉄イオン供給装

置が備えられている。細管の鉄皮膜形成状態を復水

器運転中に測定することができれば、鉄イオン供給

装置を効率的に運用することができる。細管の皮膜

状態の測定方法として、復水器電気防食装置の電

流・電位特性とその分布から、復水器細管の皮膜状

態を正しく把握し、鉄イオン供給装置の運転をより

適正に行なうシステムを実現することを目的とした。

復水器細管の鉄皮膜診断評価を行なうための基礎

技術として、鉄皮膜を一種の電気的な抵抗体と考え

ることにより、第1図に示す測定系により分極抵抗値

を求める手法があり、以下の式を用いて算出できる。

分極抵抗値　Rp＝ΔE／Δi

分極抵抗値を求める測定手法およびその特徴を第1

表に示す。復水器細管の分極抵抗値と皮膜状態の関

係はJISにより、第2表に示すとおり相関づけられて

いる。

本研究では、保護皮膜の性状およびプローブ法測

定システムの基礎特性について調査した後、復水器

運転中における細管皮膜状態の把握を目的とし、分

極抵抗計を渥美火力発電所4号機復水器に取付け、デ

復水器運転中における細管診断技術の開発
分極抵抗値を用いた復水器鉄注入量の効率的運用
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復水器運転中に細管の鉄皮膜状態を評価すること

ができれば、復水器鉄注入の効率的運用を図ること

が可能である。そこで、従来個別に使われていた分

極抵抗測定手法を利用して、運転中に細管の皮膜状

況を把握する手法について検討を行なった。そして、

分極抵抗値を用いた効率的な復水器鉄注入量の運用

管理手法を㈱ナカボーテックと共同で開発した。

（電力技術研究所　材料G）

第1図　分極抵抗測定の原理

(Material Engineering Group, Electric Power Research & Development
Center)
If the iron coating inside condenser tube can be evaluated during
the operation of the condensers, it is possible to facilitate the
efficient utilization of iron injection into the condensers.  Aiming to
realize this possibil ity, examination was made into how to
understand the iron coating condition inside condenser capillaries
during their operation by utilizing the polarization resistance
measurement technique which had been individually used.
Furthermore, an operation control technique for efficient iron
injection into condensers according to the polarization resistance
value has been developed jointly with NAKABOHTEC CORROSION
PROTECTING Co., Ltd.
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第1表　分極抵抗値測定手法
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第2表　JISによる分極抵抗値と皮膜状態の関係
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ータを採取した。運転中に測定した分極抵抗値から

復水器細管の皮膜状態を把握するため、第2表に示し

たJIS分極抵抗値と細管の皮膜状態の関係を用いるこ

とを考えた。そこで、運転中に得られた分極抵抗値

と、JIS法による分極抵抗値との相関関係を求めるこ

とを試みた。第2図に復水器への分極抵抗計設置の概

略を示す。

設置した分極抵抗計からの分極抵抗値とJIS法によ

る分極抵抗値との相関を調べることを目標としたが、

同一細管の分極抵抗値を分極抵抗計とJIS法で直接測

定できないため、プローブ法による測定結果を仲介

として、以下の手法によって得られた分極抵抗値を

取扱うことを検討した。プローブ法による測定状況

を第3図に示す。

①分極抵抗計とプローブ法から求めた管端部分極抵

抗値の相関関係を求める。

②プローブ法とJIS法により求めた分極抵抗値との相

関関係を求める

③上記①、②で求めた相関関係より、運転中に得ら

れた分極抵抗値をJISの値に換算する。

ここで、プローブ法による測定結果より、細管の

管端部での分極抵抗値は内奥部の分極抵抗値と比較

して大きな値を呈することが明らかとなった。その

結果、管端部での分極抵抗値測定を用いることによ

り、より安全サイドに細管全体の皮膜状態を把握で

きることが分かった。

試験結果より、実機にて測定した分極抵抗値をJIS

法の値に換算を行なった。各細管データのバラツキ

を考慮すると、得られる値はある幅をもった分布曲

線となる。そこで、以下のような条件を設定するこ

とにより、分極抵抗値から鉄注入量を調整すること

とした。

JISの皮膜評価において、鉄皮膜の生成が良好でな

いと判断される細管の確率が

①1％以上のとき（50本程度/1室）

鉄注入装置を100％出力にて運転する。

②0.01～1％のとき（0.5～50本程度/1室）

鉄注入装置を50％出力にて運転する。

③0.01％以下のとき（0.5本程度/1室）

鉄注入装置を停止する。

上記の条件より得られた分極抵抗値のしきい値と

鉄注入装置の運用の関係を第3表に示す。

運転中に測定可能な分極抵抗計から分極抵抗値を

算出し、それをJISの皮膜状態評価基準と比較するこ

とにより鉄皮膜の状態を把握し、しきい値をもって

鉄注入の供給量調整を行なう手法を確立した。ただ

し、今回得られたしきい値はユニット固有の値であ

るため、他ユニットに適用する際には、新たにしき

い値を設定する必要があると考える。

第3図　プローブを用いた復水器細管の測定状況

第2図　復水器の分極抵抗値測定システム
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第3表　分極抵抗値による鉄注入量の調整
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